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TZR50R用エンジンの紹介

TZR50R用エンジンの紹介
lntroduction　of　Engine　for　TZR50R

1　まえがき

　’93年3ij，フルサイズの車格と本格的な動力性

能により入気のTZR50に，レースで高い評flHiを

得ている’93YZ80のエンジンをべ一スとして，セ

ルフ式スターターとバランサーを装備した4EU

型エンジンを搭載し，「TZR50R」として発売し

た．以ドに4EU型エンジンの概要を述べる．

2　概要

　TZR50Rの開発コンセプト「フルサイズ50c．c．

ピュアスポーツと利便性の両立」を実現するため

に，4EU型エンジンは，以ドの4項目を開発の

狙いとして設計している．

　1）高回転での伸び感の向ヒ．

　2）スロットルレスポンスの向ヒ．
　3）　イ氏妨《動0）実王見．

　4）利便性の向ヒ．

　図1にエンジン構造図を，図2にエンジンの性

能曲線を示す．

　吸気形態は，吸人効率の向fiと，スロットルレ

スポンスの向hを目的として，クランクケースリ

ー ドバルブ方式を採用している．尚，バランサー

バランサ　　スターターモーター

図1　エンジン構造図
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機構をエンジンド部に設置することにより，吸気

通路を直線的に，クランクウェブに日歩されるこ

となく，最短距離にて掃気通路につながるように

配1置している．更にYEISの採用や，8ビット

マイコンのデジタルCDI点火の採用により，低

中川転域から高回転域への伸びのあるエンジン特

’性と，スロットルレスポンスを実現している．

　バランサー機構は，1軸1次バランサーであり

組、’／1式の両端面にウェイトを配置したバランサー

とし，クランクとバランサーの軸間距離を少なく

し，偶力の発生を少なくしている．

　尚，始動操作を容易にするため，小型軽｝｛1：モー

ターを採用したセルフ式スターターをエンジント
部に｛蒲える．

3　むすび

　以ll，4EU型エンジンの概要を紹介した．市

場でも，好評をいただいており，開発の狙いをf＾

分満足したものに仕ヒっているものと考えている．

今後とも，さらなるポテンシャルアップを狙い，

改良をかさねていきたいと思う．
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’ モータサイクル事業本部第4開発部

　　　　　　　　　　　　　　燃
　　　　　　　　　　　　　　料
　　　　　　　　　　　　6　消
　　　　　　　　　　　　5　費
　　　　　　　　　　　　4　率
　　　　　　　　　　　　　　×100　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　（gr／ps／h）
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図2　エンジン性能曲線
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